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出典：今後のレアメタルの安定供給対策について 総合資源エネルギー調査会鉱
業分科会レアメタル対策部会報告書（２００７年７月３１日）

・レアメタルの定義については、国際的に一意的に定まったものはないが、一般的には地
球上の存在量が稀であるか、技術的・経済的な理由で抽出困難である鉱種等を指すも
のと考えられる。

・鉱業審議会においては、現在工業用需要があり、今後も需要があるものと、今後の技
術革新に伴い新たな工業用需要が予測されるもの３１鉱種についてレアメタルと定義。



○レアメタルの上位産出国及びシェア（地域偏在性）

○主要なレアメタルの価格高騰の状況

②÷①
インジウム US$/kg 85 720.0 ８．５倍
ニッケル US$/kg 6.54 46.3 ７．１倍
レアアース（ネオジム） US$/kg 7.3 31.0 ４．３倍
タングステン（鉱石） US$/MTU(*) 35.31 165.0 ４．７倍
レアアース（ジスプロシウム）US$/kg 34 110.0 ３．２倍
プラチナ US$/kg 16,517.7 41,465.5 ２．５倍

2002年3月
①

2007年3月
②

レアメタルの特徴
・レアメタルは自動車やＩＴ機器など身近な製品に使用されている。高機能化（例：液晶パ
ネル）や、小型軽量化（例：小型モーター、小型二次電池の利用）によりその需要は今後、
高まることが予想される。

・一方で、地域偏在性の高さや、急激な価格変動により、供給リスクがあることから、安定
供給の確保が必要である。
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○レアメタルの用途

*：三酸化タングステン10kgを含む鉱石の価格

出典：今後のレアメタルの安定供給対策について 総合資源エネルギー調査会鉱
業分科会レアメタル対策部会報告書（２００７年７月３１日）



レアメタルのリサイクルの現状
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・レアメタルについては、製造段階で発生したインジウムやガリウム等の回収があるが、
使用済製品からの回収については、価格の高い貴金属等（例：触媒に使われている白
金、パラジウム等）を除きほとんど回収されていない。
・天然鉱石に含まれるレアメタルの量はわずか（例：白金 数g/t）で、製品含有濃度の方
が高い場合もあり、回収ルートの整備や回収量確保、経済性のあるリサイクル技術の
確立等が必要。
・なお、現状の家電リサイクル法では、価格が高く回収技術がある貴金属について、基板
から回収されている場合がある。

○主なレアメタルの価格

２００２年３月 ２００７年３月 対２００２年３月比

白金地金
（US$/TroyOunce） 513.75 1,225.24 +238%

インジウム
（US$/kg）

85.00 720.00 +847%

ネオジム
（US$/kg）

7.3 31.0 +425%

出典：今後のレアメタルの安定供給対策について 総合資源エネルギー調査会鉱
業分科会レアメタル対策部会報告書（２００７年７月３１日）



使用済製品からのレアメタル回収について
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・レアメタルは身近な製品に使用され、その需要は今後、高まる見込み。
・高い地域偏在性や急激な価格変動による供給リスクが存在。
・現状、使用済製品からのレアメタル回収は一部の貴金属等に限定。

・今後も使用済製品として大量のレアメタルが排出されることが予想されることから、下記
の観点より、使用済製品からのレアメタル回収を行うべきではないか。

資源生産性の向上‥使用済製品は鉱石より高い濃度でレアメタルを含有している場
合もあり、精製過程での大量の廃棄物発生を防ぐことができるのではないか。

有害物質対策‥製品中でレアメタルと有害物質が同時に利用されることも多く（例：半
導体に含まれるガリウム砒素）、処理手法によって、レアメタル回収を通じて有害物質
の適正処理ができる。

・家電リサイクル法においては、下記の対応が考えられる。
「再商品化等基準」として再商品化を義務付け

含有量が少ないことや、逆有償でリサイクルされる可能性があることから、「再商品化
等と一体として行うべき事項」として回収を義務付け

・回収技術の状況、及び逆有償でリサイクルされる場合は、そのコストを勘案した上で、リ
サイクルの推進を検討するべきではないか。

レアメタルの状況

レアメタル回収について



特定家庭用機器等に含まれるレアメタル

5

・基板の貴金属の他に、家電リサイクル法対象４品目、薄型テレビ及び衣類乾
燥機に含まれる主なレアメタルとして以下のものが挙げられる。
○液晶・プラズマテレビのパネルに含まれるインジウム
○エアコンのコンプレッサー（圧縮機）のモーター磁石に含まれるネオジム

○液晶テレビのインジウム ○プラズマテレビのインジウム

出典：リサイクル率及び処理基準に係る検討委員会（平成19年度環境省委託事業）（社）電子情報技術産業協会提供資料

１台当たりのネオ
ジム磁石使用量

ネオジム磁石に含ま
れるネオジムの割合

１台当たりのネ
オジム使用量

約100～500g 約26.7% 約30～130g

磁石メーカーヒアリング結果

○エアコンのネオジム

出典：（社）日本冷凍空調工業会提供資料

コンプレッサー（圧縮機）

ネオジム磁石



特定家庭用機器等からのレアメタル回収について

（薄型テレビのインジウム）
・薄型テレビのパネルからのインジウム回収については、インジウムが透明電極としてパ
ネルガラスや樹脂シートに付着しているため、インジウムを分離する必要があるが、下
記の課題が考えられる。
残ったガラスや樹脂について、リサイクルできる状態にしておく必要はないのか。
液晶テレビのパネルガラスには砒素等の有害物質が含まれている可能性があるが、
その処理も同時に検討する必要はないか。特に湿式処理（強酸にインジウムを溶か
し回収する方法）を行う場合は、廃液の適正処理が必要と考えられる。

（エアコンのネオジム）
・エアコンからのネオジム回収については、磁石としてコンプレッサーに含有されているた
め、まず、磁石を分離する必要があるが、下記の課題が考えられる。
ネオジム磁石は永久磁石としては最も強力な磁力を持っており、物理的に取り外すこ
とができるのか検討することが必要ではないか。
取り外しの際、磁石に挟まれることがないよう慎重な作業が必要ではないか。

・回収されたネオジム磁石について、そのリサイクル手法（磁石のままリサイクルするの
か、ネオジムを取り出し利用するのか）について検討する必要があるのではないか。



特定家庭用機器等からのレアメタル回収の課題
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• 製品重量に対して微量に含有される。

含有量

• インジウムについては使用済製品からの回収について研究段階
であり、実用化には至っていない。ネオジムについては使用済製
品からの回収技術そのものが確立していない。

技術

• 含有量が少なく、回収技術も確立していないが、回収技術の発展等
によって、回収効率は向上するのではないか。

費用

• 液晶パネルガラスの砒素など、有害物質対策を同時に行うことについ
て検討が必要ではないか。

その他



レアメタル回収の在り方
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含有
量

技術 費用

・レアメタルは高機能材の使用や製品の小型軽量化により、今後需要が高
まることが予想される一方で、高い地域偏在性や急激な価格変動による供
給リスクがあることから、安定供給の確保が必要である。

・使用済製品は鉱石より高い濃度でレアメタルを含有している場合もあり、
精製過程での大量の廃棄物発生を防ぐことができる。また、製品中でレア
メタルと有害物質が同時に利用されることも多く、処理手法によって、レアメ
タル回収を通じて有害物質の適正処理が可能である。

・今後、使用済製品となり大量のレアメタルが排出されることが予想されるこ
とから、資源生産性や有害物質対策の観点から使用済製品からのレアメタ
ル回収を行うべきではないか。

・家電リサイクル法においても、使用済製品中のレアメタル含有量・技術の
発展・費用等を勘案してリサイクル対象とすることも検討すべきではない
か。



参考
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○インジウムの基礎情報

①用途：透明電極

②生産国（2005年）：①中国(55%)、②日本(15%)、③カナダ(11%)

③消費国（2002年）： ①日本(60%)、②アメリカ(21%)

④輸入相手国（2005年）：①中国(70%)、②カナダ(7%)、③アメリカ(6%)

⑤国内消費量（2005年）：600t

10

インジウムとは

・大半が液晶テレビやプラズマテレビの透明電極の材料として使われており、日本が世
界生産量の約６０％（2002年）を消費している。
・工程内の歩留まりが悪く、約７０％が工程くずとして排出されており、現状、工程くずのリ
サイクルが進められている。

出典：メタルマイニング・データブック2006（（独）石油天然ガス・金属鉱物資源機構）、
リサイクル率及び処理基準に係る検討委員会（平成19年度環境省委託事業）
資料
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ネオジム（レアアース）とは

○レアアースの基礎情報

①用途：磁石、研磨剤、コンデンサー等

②生産国（2005年）：①中国(93%)、②インド(3%)、③タイ(2%)

③消費国（2003年）：①中国(35%)、②日本・東南アジア(28%)、③アメリカ(20%)

④輸入相手国（2005年） ：①中国(88%)、②フランス(6%)、③インド(1%)

⑤輸入量（2005年）：約31,000t

・ネオジムは１７種類の希土類元素の総称であるレアアースの一種である。レアアースは
化学的性質が似ており、単独で分離することが難しく、ネオジム個別の情報が十分で
はないため、レアアースとして情報を示す。
・なお、ネオジムの主な用途は永久磁石である。

出典：メタルマイニング・データブック2006（（独）石油天然ガス・金属鉱物資源機構）、
リサイクル率及び処理基準に係る検討委員会（平成19年度環境省委託事業）
資料


